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古式ゆかしい
伝統芸能  久知八幡宮例祭
　９月13日㈰、下久知（両津地区）の久知八幡宮で例祭が行われました。
　早乙女姿の子どもたちが、五穀豊穣を願い、県無形民俗文化財に指定され
ている「花笠踊」を奉納しました。また、少年が２人１組で掛け声とともにな
ぎなたや刀を振るう「刀刀（とうとう）」などの伝統芸能も披露されました。
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９
月
６
日
㈰
、
２
０
１
５
佐
渡
国

際
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
兼
第
19
回
日

本
ロ
ン
グ
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
選
手
権
佐
渡
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
で
27
回
目
を
迎
え
、
全
国
屈

指
の
難
コ
ー
ス
と
し
て
知
ら
れ
る
大
会

に
は
、
国
内
外
か
ら
お
よ
そ
２
千
人
の

鉄
人
が
集
ま
り
、
島
内
を
か
け
巡
り

ま
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
昨
年
と
は
う
っ
て

か
わ
っ
て
昼
前
か
ら
雨
が
降
り
、
寒
さ

が
選
手
た
ち
を
苦
し
め
ま
し
た
が
、
延

べ
３
千
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ス
タ
ッ
フ

が
、
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
選
手
に

飲
み
物
や
食
べ
物
を
手
渡
し
、
コ
ー
ス

の
誘
導
や
熱
い
声
援
で
選
手
を
励
ま
し
、

選
手
た
ち
は
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
雄
大

な
佐
渡
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

午
前
６
時
、
佐
和
田
海
水
浴
場
で

ス
イ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
、
最
長
距
離
の

佐
渡
国
際
Ａ
タ
イ
プ
で
は
、
ス
イ
ム
３
．

８
㎞
、
バ
イ
ク
１
９
０
㎞
、
ラ
ン
42
．

２
㎞
の
コ
ー
ス
に
９
２
７
人
の
選
手

が
参
加
し
、
午
後
９
時
30
分
ま
で
に

７
８
５
人
が
完
走
を
果
た
し
ま
し
た
。

全
体
の
完
走
者
数
は
、１
，６
２
３
人
・

チ
ー
ム
で
、完
走
率
は
90
．５
％
で
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。
そ
し
て
、
沿
道
か
ら
暖
か
い
声
援

を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
、

大
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　鉄人たちの熱い戦い  

2015
佐渡国際トライアスロン大会
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未来の鉄人も熱戦 
第₁₄回 佐渡ジュニアトライアスロン大会
　前日の９月５日㈯、佐和田海水浴場周辺を会場に、第14回佐渡ジュニアトライアス
ロン大会が行われました。ジュニア（中学生）とキッズ・ちびっこ・入門の各クラス
（小学生）の４つのクラスに、県内外から96人が参加しました。大人顔負けのレースに、
コースの周りからは熱い声援が送られました。
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佐
渡
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

11
月
８
日
㈰
午
前
９
時
に
、
市
内
の
緊

急
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
（
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
お
よ
び
戸
別
端
末
）
で
、
一
斉
に
30

秒
間
連
続
１
回
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

の
で
、
火
災
等
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
訓
練
会
場
で
は
、
多
く
の
関
係

機
関
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
が
実
施
さ

れ
る
ほ
か
、
防
災
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
防
災

車
両
・
用
品
等
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
家
族
ご
一
緒
に
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

日
時　
11
月
８
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

会
場　
小
木
港
北
埠
頭

主
な
訓
練
内
容

　

被
害
調
査
訓
練
、
応
急
救
護
所
設
置
訓

練
、
倒
壊
家
屋
救
出
訓
練　

ほ
か

お
願
い

　

訓
練
当
日
は
、
会
場
周
辺
に
お
い
て
航

空
機
お
よ
び
車
両
を
使
用
し
た
訓
練
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
騒
音
等
で
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
総
務
課　

防
災
危
機
管
理
室

　

防
災
安
全
係

　

☎
63
―
５
１
３
５

市
内
全
域
で
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練（
市
民
一
斉
防
災
訓
練
）を
行
い
ま
す

⑴
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
と
は

　

２
０
０
８
年
に
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た

新
し
い
形
の
地
震
防
災
訓
練
で
す
。

　

地
震
の
際
の
安
全
行
動
「
ま
ず
低
く
、

頭
を
守
り
、
動
か
な
い
」
を
、
全
市
民
一

斉
に
行
い
ま
す
。

⑵�

訓
練
内
容
（
安
全
確
保
行
動
１
―
２
―

３
）
に
つ
い
て

　

午
前
９
時
の
緊
急
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

吹
鳴
後
、「
安
全
確
保
行
動
１
―
２
―
３
」

を
１
分
間
実
施
し
ま
す
。

　

自
宅
・
職
場
等
そ
の
時
い
る
場
所
で
、

緊
急
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
音
声
案
内
に

従
っ
て
下
図
の
動
作
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑶
参
加
方
法

　

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
で
は
、
参
加
者

数
を
把
握
す
る
た
め
、
11
月
４
日
㈬
ま
で

に
次
の
方
法
で
参
加
登
録
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

①
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
で
参
加
登
録

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
入
力
フ
ォ
ー

ム
か
ら
参
加
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

②
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
参
加
登
録

　

個
人
の
場
合
は
氏
名
、
団
体
の
場
合
は

団
体
名
と
担
当
者
名
、
参
加
人
数
を
記
入

し
、「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
参
加
」
と

明
記
し
て
、
市
役
所
総
務
課
防
災
危
機
管

理
室
（

63
―
３
３
０
０
）
へ
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

　

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
は
、
誰
で
も
ど

こ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
訓
練
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
参
加
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
個
人
で
の
登
録
と
、
団
体

登
録
の
重
複
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

応急救護所設置訓練防災体験コーナー倒壊家屋救出訓練

安全確保行動１―２―３

提供　効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議 (http://www.shakeout.jp/)
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消
防
ふ
れ
あ
い
広
場
２
０
１
５
を
開
催
し
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ま
と
交
流
し
、
各
種
体
験

を
通
じ
て
消
防
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
防
火
意
識
を
高
め

る
た
め
、
消
防
ふ
れ
あ
い
広
場
２
０
１
５

を
開
催
し
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
作
り
、
無
料
わ
た
あ
め
や
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
10
月
18
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　
佐
渡
市
消
防
本
部

　
　
　

佐
渡
市
防
災
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
八
幡
58
）

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
51
―
０
１
２
３

内容 時間

はしご車搭乗体験（※） 午前10時～11時
午後１時30分～２時30分

消防車出動体験
午前10時～11時30分
午後０時30分～３時

救助隊訓練体験
午前10時～11時
午後１時～３時

救助訓練展示 午前11時30分～正午

放水体験、水消火器体験
午前10時～11時30分
午後０時30分～３時

着ぐるみ小劇場、防火紙芝居、
防火カルタ大会

午前の部：午前11時～
午後の部：午後１時30分～

ミニ消防車、ミニ救急車、
ミニバイクコーナー

午前10時～午後０時30分
午後１時30分～３時

防火衣着装コーナー
消防車両展示コーナー
救急体験コーナー
地震体験、煙避難体験
119通報体験
消火器取扱体験
防災診断・消防図鑑機器体験
防災シアター

午前10時～午後３時

※「はしご車搭乗体験」は、午前と午後で各25組限定となります。
　午前10時から整理券を配布し、無くなり次第配布を終了します。

10
月
は「
い
じ
め
見
逃
し

　

ゼ
ロ
強
調
月
間
」で
す

　

県
で
は
、学
校
、

家
庭
、地
域
が
連

携
し
て
、い
じ
め

を
は
じ
め
と
す
る

生
徒
指
導
上
の

諸
問
題
の
解
消
と

未
然
防
止
に
社

会
全
体
で
取
り

組
む
こ
と
を
目
標

と
し
て
、「
い
じ
め

見
逃
し
ゼ
ロ
県
民

運
動
」を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
「
深
め
よ
う 

絆 

に
い
が
た
県
民
会

議
」で
は
、こ
の
運

動
の
趣
旨
を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
に
理

解
し
て
い
た
だ
き
、県
民
総
ぐ
る
み
の
運

動
に
な
る
よ
う
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

佐
渡
市
で
も
、市
内
の
す
べ
て
の
学
校

で「
い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
ス
ク
ー
ル
集
会
」

を
開
催
し
、６
月
と
10
月
を「
い
じ
め
見

逃
し
ゼ
ロ
強
調
月
間
」と
し
て
、取
組
の

充
実
を
図
る
な
ど
、こ
の
運
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎
23
―
４
８
９
８
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使
用
済
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
「
燃
え

な
い
ご
み
」
の
減
量
と
有
用
な
金
属
資
源

等
の
国
内
循
環
を
推
進
す
る
た
め
、
使
用

済
小
型
家
電
の
拠
点
回
収
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
公
共
施
設
17
か
所
と
障
が
い
者

施
設
２
か
所
の
合
計
19
か
所
で
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

回
収
さ
れ
た
小
型
家
電
は
、
民
間
リ
サ

イ
ク
ル
業
者
や
障
が
い
者
施
設
で
選
別
・

分
解
さ
れ
、
そ
の
多
く
が
国
内
資
源
と
し

て
有
効
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
化
と
資
源
の
有
効
利
用
を

図
る
た
め
、
ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
小
型

家
電
は
、
お
近
く
の
回
収
拠
点
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。
手
数
料
は
無
料
で
す
。

　

な
お
、
従
来
ど
お
り
燃
え
な
い
ご
み
と

し
て
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

回
収
す
る
使
用
済
み
小
型
家
電

○ 

回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
投
入
で
き
る
大
き
さ

（
お
お
む
ね
、
縦
15
㎝
×
横
35
㎝
×
奥

行
20
㎝
以
下
）

○ 

回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
投
入
で
き
な
い
も
の

は
、
各
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

○ 

個
人
情
報
等
が
心
配
な
方
は
、
障
が
い

者
施
設
に
直
接
持
ち
込
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
、
そ
の
場
で
デ
ー
タ
ー
を
破
棄
し

ま
す
。

回
収
す
る
品
目
の
例

・
携
帯
電
話

・
パ
ソ
コ
ン
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
を
除
く
）

・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

・
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

・
Ｃ
Ｄ
・
Ｍ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー

・
ゲ
ー
ム
機

・
リ
モ
コ
ン

・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
ユ
ニ
ッ
ト

・
カ
ー
ナ
ビ

・
電
卓
、
電
子
手
帳

・
電
気
か
み
そ
り

・
電
話
機　

な
ど

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
環
境
対
策
課　

廃
棄
物
対
策
係

　

☎
63
―
３
１
１
３

※ 

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
目（
テ
レ
ビ
、エ
ア

コ
ン
、洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
、冷
蔵
庫
・
冷
凍

庫
）お
よ
び
電
球
、蛍
光
灯
、電
池
、ラ
イ
タ
ー
、

ブ
ラ
ウ
ン
管
式
パ
ソ
コ
ン
モ
ニ
タ
ー
な
ど
は
回

収
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

小型家電拠点回収場所
回収場所 住所 電話番号

両津支所 両津湊 198 ２７－２１１１
海府連絡所 鷲崎 917-1 ２６－２２２８
岩首連絡所 豊岡 1672-16 ２８－２００２
相川支所 相川栄町 27 ７４－３１１１
高千連絡所 高千 1014-1 ７８－２６２９
佐和田行政サービスセンター 河原田本町 394 ５７－２１１１
佐渡市役所本庁 千種 232 ６３－３１１１
新穂行政サービスセンター 新穂瓜生屋 490 ２２―３１１１
畑野行政サービスセンター 畑野甲 533 ６６－３１１１
松ケ崎連絡所 多田 262-10 ６７－２００１
真野行政サービスセンター 真野新町 489 ５５－３１１１
小木行政サービスセンター 小木町 1940-1 ８６－３１１１
羽茂支所 羽茂本郷 550 ８８－３１１１
赤泊行政サービスセンター 赤泊 2458 ８７－３１１１
両津クリーンセンター 吾潟 1891 ２４－１７００
佐渡クリーンセンター 中原 103 ５２－３３３６
南佐渡クリーンセンター 小木木野浦 163-2 ８６－２３７３
あんずの家 両津湊 343-46 ２３―３３０３
まつはらの家 八幡町 303-2 ５２－４７４４
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季節性インフルエンザの予防接種が始まりました
お問い合わせ　市役所市民生活課　健康推進室　☎６３－３１１５

　冬に流行するインフルエンザは、予防接種をすることで重症化を防ぐことができます。ただし、予防接
種は、個人がインフルエンザ予防のために行うもので、義務ではありません。
　市では、ご本人が希望する場合のみ、予防接種の費用の一部を助成します。12 月中旬までに予防接種を
済ませることをお勧めします。なお、今年度から、予防接種の予防効果をより高めるためにワクチンが変
更となり、昨年度と自己負担額が異なりますので、ご了承ください。

◆65歳以上の方（※１）�

期　間　平成 27 年 10 月１日㈭～平成 28 年３月 31 日㈭　　　自己負担額　1,620 円（※２）

※１ 　60歳以上65歳未満の方（平成28年３月31日までに満60歳になる方を含む。）で、心臓や腎臓、呼吸器に重い障害のある方
（身体障害者手帳１級または医師の証明が必要です。主治医とご相談ください。）も対象となります。

※２ 　生活保護を受けている方は、市役所社会福祉課が発行する「被保護者証明書」を接種の際にご持参ください。自己負担は不
要となります。

◆中学生以下の方
期　間　平成 27 年 10 月１日㈭～平成 28 年１月 31 日㈰
助成額 １回目：医療機関で定めた金額の半額（ただし、市の助成限度額以下）
 ２回目：医療機関で定めた金額の全額（ただし、市の助成限度額以下）（※３）

※３　同一医療機関で２回接種をしないと、２回目の自己負担額が多くなりますのでご注意ください。

インフルエンザ予防接種　助成事業委託先医療機関
医療機関 電話番号 中学生以下の方 65歳以上の方（※１）

三國医院 27 － 2489 予約不要　接種 10 月末～ 予約不要　接種 10 月末～

市立両津病院 23 － 5111 要予約(9/24開始8:30～17:00）
接種10月20日～(火・木・金)

要予約(9/24開始8:30～17:00)
接種10月13日～(火・水)

高千診療所 77 － 2022 要予約　接種 10 月下旬～ 要予約　接種 10 月下旬～
市立相川病院 74 － 3121 予約不要　接種 10 月 13 日～ 予約不要　接種 10 月 13 日～
佐和田病院 57 － 3333 予約不要　接種 11 月～ 予約不要　接種 11 月～
近藤内科胃腸科 57 － 3515 要予約　接種 10 月 15 日～ 要予約　接種 10 月 15 日～
至誠堂耳鼻咽喉科医院 57 － 2063 要予約　接種 11 月～ 要予約　接種 11 月～
中山内科クリニック 52 － 3939 予約不要　接種 10 月１日～ 予約不要　接種 10 月１日～
本田クリニック 52 － 0505 要予約　接種 10 月～ 要予約　接種 10 月～
汐彩クリニック 57 － 4031 要予約　接種 10 月 13 日～

田尻内科医院 63 － 6500 2 歳以上
要予約　接種 10 月 19 日～ 要予約　接種 10 月 19 日～

佐渡総合病院／
静山・西三川・川茂・岩首診療所

63 － 6324
( 健康管理室 )

要予約 (9:00 ～ 17:00)
接種 11 月～ ( 月・金 )

要予約 (9:00 ～ 17:00)
接種 11 月～ ( 火・水・木 )

たなか内科医院 22 － 2056 小学生以上
要予約　接種 11 月 2 日～ 要予約　接種 11 月 2 日～

大崎医院 66 － 2467 3 歳以上
要予約　接種 10 月 15 日～ 要予約　接種 10 月 15 日～

真木山医院 55 － 3110 小学生以上
要予約　接種 10 月 13 日～ 要予約　接種 10 月 13 日～

小木クリニック ( 医科 ) 86 － 2898 要予約　接種 10 月下旬～ 要予約　接種 10 月下旬～

羽茂病院／小木出張診療所 88 － 3121 要予約　接種 10 月 28 日～
( 羽茂病院のみ ) 要予約　接種 10 月 27 日～

榎医院 88 － 2105 6歳以上　要予約　接種11月～ 要予約　接種 11 月～
赤泊診療所 ( 内科 ) ／ 
松ヶ崎診療所 87 － 2033 要予約　接種 10 月中旬～ 要予約　接種 10 月中旬～
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来
年
４
月
以
降
、
市
内
の
保
育
園
の
利

用
を
希
望
す
る
方
は
、
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

保
育
園
の
利
用
が
可
能
な
児
童

　

保
護
者
が
働
い
て
い
る
な
ど
、
保
育
を

必
要
と
す
る
子
ど
も

入
園
手
続
き
に
つ
い
て

○
新
規
入
園
を
希
望
す
る
方

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
に
よ
り
、
入

園
申
請
と
同
時
に
、「
保
育
の
必
要
性
と

必
要
量
の
認
定
申
請
」
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
保
育
の
必
要
性
と
必
要
量
の
認
定
」

と
は
、保
育
が
必
要
な
事
由
（
就
労
な
ど
）

に
該
当
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
の
就
労
実
態
等
に
応
じ
て
、
保
育

の
必
要
量
（
保
育
時
間
）
を
認
定
す
る
も

の
で
す
。
保
育
の
必
要
量
は
、
保
育
短
時

間
認
定
（
８
時
間
以
内
の
利
用
）
と
保
育

標
準
時
間
認
定
（
11
時
間
以
内
の
利
用
）

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
延
長
保
育

の
利
用
は
可
能
で
す
。

　
「
認
定
申
請
書
」
と
「
保
育
園
入
園
申

込
書
」
は
10
月
20
日
㈫
以
降
に
、
各
保
育

園
、
市
役
所
、
支
所
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
よ
う
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　

保
育
園
利
用
希
望
の
方
は
、
認
定
申
請

書
、
入
園
申
込
書
と
併
せ
、
保
育
を
必
要

と
す
る
証
明
書
類
（
就
労
証
明
）
を
併
せ

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
継
続
入
園
を
希
望
す
る
方

　

11
月
以
降
、
現
在
通
っ
て
い
る
保
育
園

を
通
じ
て
継
続
入
園
用
の
申
込
用
紙
を
配

布
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
保
育
園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
期
間

　

11
月
２
日
㈪
～
11
月
30
日
㈪

利
用
者
負
担
額
（
保
育
料
）
に
つ
い
て

　

保
育
料
は
、
保
護
者
等
の
課
税
状
況
に

応
じ
て
算
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、

同
一
世
帯
か
ら
の
同
時
入
園
の
場
合
、
２

人
目
か
ら
の
保
育
料
を
無
料
と
し
ま
す
。

認
定
証
の
交
付
と
入
園
承
諾

　

申
請
受
付
期
間
に
認
定
申
請
が
あ
っ
た

方
に
は
、
申
請
か
ら
30
日
以
内
に
、
保
育

の
必
要
性
と
必
要
量
の
「
認
定
証
」
を
交

付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
入
園
申
請
の
承
諾
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
２
月
上
旬
（
予
定
）
に
承
諾
書

を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

　

た
だ
し
、
保
育
の
実
施
基
準
に
該
当
し

な
い
た
め
、
認
定
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
希
望
者
多
数
で
保
育
園
の

定
員
を
超
え
る
な
ど
の
場
合
、
保
育
の
必

要
性
の
事
由
に
よ
っ
て
は
、
希
望
の
保
育

園
を
利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
社
会
福
祉
課　

子
育
て
支
援
室

　

保
育
係　

☎
63
―
５
１
１
３

　

ま
た
は
、
各
保
育
園

平
成
28
年
度
の
保
育
園
利
用
希
望
者
の
入
園
申
請
に
つ
い
て

私立保育園

地域 名称 所在地 電話番号 定員 開所・閉所時間 乳児保育
受入年齢

相　川 姫津
保育園

達者
1832-2 75-2120 45 7:30～18:00

（土曜日は11:30まで）

生後３か
月を過ぎた
翌月から

佐和田 双葉
保育園 東大通8 57-2818 120 7:30～20:00

（土曜日は18:00まで）
生後
６か月から

金　井

平泉
保育園

泉甲
507-4 63-2024 100 7:15～19:15

（土曜日は18:00まで）
産休明け
から

吉井
隣保館

吉井本郷
480 63-6898 50 7:30～18:00

（土曜日は原則正午まで）

生後８か
月を過ぎた
翌月から

真　野
真野
第１
保育園

吉岡
912-1 55-2133 150 7:00～19:30

（土曜日は18:30まで）

生後２か
月を過ぎた
翌月から

羽　茂 羽茂
保育園

羽茂本郷
1630 88-2355 90 7:30～19:30

（土曜日は18:00まで）
生後
６か月から

へき地保育園
地域 名称 所在地 電話番号 定員 乳児保育受入年齢

両　津
水津保育園 水津 126-2 29-2153 30

乳児保育なし
海府保育園 鷲崎 926 26-2003 35
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公立保育園
地域 名称 所在地 電話番号 定員 乳児保育受入年齢

両　津

両尾保育園 両尾 1865-1 27-7934 30
乳児保育なし河崎保育園 下久知 2218 27-7804 30

椎崎保育園 原黒 169 27-5523 35
湊保育園 両津湊 212 27-2407 70 生後６か月を過ぎた翌月から
夷保育園 両津夷 347 27-3403 70 乳児保育なし
吉井保育園 上横山 723-3 27-6446 45

生後６か月を過ぎた翌月から

梅津保育園 梅津 2341-1 27-2824 110

相　川
稲鯨保育園 橘 30-2 76-2710 45
たかち保育園 高千 1011-1 78-2152 30
相川保育園 相川南沢町 158 74-2244 90

佐和田
河原田保育園 中原 479-1 52-2247 100
八幡保育園 八幡 1533-2 52-2680 60
沢根保育園 沢根五十里 1402-1 52-6613 50

金　井
金井保育園（※１） 千種 230 63-2227 110
中興保育園 中興乙 694 63-2905 45
金井新保保育園 金井新保乙 1107-1 63-3029 60

新　穂 新穂トキっ子保育園 新穂瓜生屋 359-1 22-2148 150

畑　野
畑野保育園 畑野甲 518-1 66-2082 95
川西保育園 宮川 1060-1 66-2463 60
多田保育園 多田 979-2 67-2272 20

真　野 真野第２保育園（※２） 西三川 1070-1 58-2235 25
小　木 小木保育園 小木町 1522 86-2153 70
赤　泊 赤泊保育園 赤泊 282-3 87-2379 90

※１ 金井保育園は５月に金井小学校隣接地へ移転の予定です。　※２ 真野第２保育園は公設民営の保育園です。

佐渡市児童虐待防止研修会
「今、佐渡の親子に起っていること
　パート２」を開催します
　市では、地域の人達が児童虐待に対して理解を深
めることで、親子が暮らしやすい環境を作るため、

「児童虐待防止研修会」を行っています。
　小学２年生までのお子さまをお連れの方は、保育
ルームでお預かりしますので、安心してお出でくだ
さい。10 月 30 日㈮までに電話でお申し込みくだ
さい。お子さま連れの場合はあわせてお知らせくだ
さい。
日時　11 月７日㈯　午後１時 30 分～３時 30 分
会場　トキのむら元気館
講師　新潟県立大学准教授　小池　由佳さん
　　　シンポジスト　５名
お申し込み・お問い合わせ
　市役所社会福祉課　子ども若者相談センター
　☎８１－１３１０

特設人権相談所を開設します
　皆さんが、毎日の暮らしの中で、これは人
権問題ではないだろうかと感じて、お悩みに
なっているさまざまな問題についてご相談く
ださい。
　当日は、公証事務（新潟地方法務局佐渡支
局）の担当者もいますので、遺言などの相談
もお受けできます。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。
　予約制の相談ではありませんので、会場に
直接お越しください。
日時　11 月 10 日㈫　午前９時～正午
会場　赤泊地区公民館
相談担当者　人権擁護委員 渡邉　キシ子
　　　　　　法務局職員支局長 鈴木　次男
お問い合わせ　 佐渡人権擁護委員協議会 

（新潟地方法務局佐渡支局内） 
☎７４－３７８７
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佐
渡
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
私
は
、

佐
渡
よ
り
ち
ょ
っ
と
小
さ
な
国
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
か
ら
参
り
ま
し
た 

Ｎン

ｇ 

Ｗウ
ィ
ー

ｅ

ｅ 

Ｔテ
ン
ｅ
ｎ
ｇ 

と
申
し
ま
す
。
８
月
か
ら

佐
渡
市
の
国
際
交
流
員
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
。

　

日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
好
き
に

な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
日
本
に
興
味

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
日
本
語
の
勉
強
を

始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
に
つ
い
て

も
っ
と
知
り
た
い
の
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

国
立
大
学
に
入
っ
て
、
日
本
研
究
を
専
攻

し
て
い
ま
し
た
。
大
学
在
学
中
に
は
、
１

年
間
広
島
県
に
留
学
し
ま
し
た
。
日
本
に

は
何
回
も
旅
行
で
来
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
佐
渡
に
来
る
の
は
初
め
て
で
す
。
実

は
、
来
る
前
に
佐
渡
の
こ
と
に
つ
い
て

ま
っ
た
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ろ
い

ろ
調
べ
た
ら
、
佐
渡
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

と
全
然
違
っ
て
、
海
に
囲
ま
れ
、
自
然
豊

か
な
美
し
い
島
だ
と
知
っ
て
、
来
る
の
を

す
ご
く
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
均
気
温
30
度
ぐ
ら
い
で
一
年
中
ず
っ

と
夏
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
来
た
私

は
、
佐
渡
に
着
い
た
瞬
間
、
そ
の
夏
の
暑

さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
確
か
に
暑
い

で
す
が
、
高
層
ビ
ル
の
多
い
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
と
比
べ
て
、
き
れ
い
な
青
空
の
下
で
、

山
に
囲
ま
れ
緑
鮮
や
か
な
田
ん
ぼ
が
目
の

前
に
現
れ
て
、
言
葉
に
で
き
な
い
ほ
ど
美

し
く
感
じ
て
、
そ
の
景
色
に
心
が
癒
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
も
、
佐
渡
は
景
色
が
美
し

い
だ
け
で
は
な
く
、
長
い
歴
史
を
持
ち
、

能
や
鬼
太
鼓
を
は
じ
め
、
多
く
の
伝
統
文

化
が
盛
ん
な
島
で
あ
る
こ
と
に
も
感
心
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
佐
渡
に
来
て
、
約
１
か
月
経

ち
ま
し
た
。
こ
の
１
か
月
の
中
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
新
し
い
こ
と
を
体
験
し
て
、
祭
り

に
行
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
り
し
て
、
夏
の
い
い
思
い
出
を
た

く
さ
ん
作
り
ま
し
た
。
中
で
も
ア
ー
ス
・

セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が

一
番
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
城
山
コ
ン

サ
ー
ト
の
公
演
を
見
る
の
が
初
め
て
な
の

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
々
が
音
楽
で
一

つ
に
な
っ
た
そ
の
光
景
に
強
く
心
を
ひ
か

れ
て
、
特
に
最
終
日
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
太
鼓
の
魅
力

を
改
め
て
感
じ
て
、
そ
の
後
も
太
鼓
の
美

し
い
音
が
ド
ン
ド
ン
と
胸
に
響
き
続
け
て

い
ま
す
。
３
日
間
の
公
演
は
本
当
に
素
晴

ら
し
か
っ
た
で
す
。

　

佐
渡
の
魅
力
を
こ
れ
か
ら
１
年
間
か
け

て
自
分
の
目
で
見
て
感
じ
て
体
験
し
て
、

そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
家
族
や
友
達
、
多
く

の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
文
化
や
習
慣

を
佐
渡
市
の
皆
さ
ん
に
も
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
な
が
ら
、

翻
訳
・
通
訳
や
観
光
案
内
な
ど
い
ろ
い
ろ

や
っ
て
み
て
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

英
語
講
座（
佐
渡
紹
介
編
）を�

��������������������

開
催
し
ま
す

　

佐
渡
市
国
際
交
流
員
に
よ
る
英
語
講
座

（
佐
渡
紹
介
編
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

佐
渡
を
訪
れ
る
外
国
の
方
に
、
英
語
で

佐
渡
を
紹
介
で
き
る
よ
う
な
内
容
を
身
に

つ
け
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
師　
佐
渡
市
国
際
交
流
員

　
　
　

Ｎンｇ 

Ｗウ

ィ

ー

ｅ
ｅ 

Ｔテ

ン

ｅ
ｎ
ｇ

日
時　
第
１
回　

10
月
30
日
㈮

　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

※
全
7
回
、以
降
毎
週
金
曜
日
開
催
予
定

会
場　
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
無
料

主
催
・
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
観
光
振
興
課

　

３
資
産
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室

　

☎
63
―
５
１
１
６

「
子
ど
も
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」　

　
と
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
」
に
よ
る 

　
合
同
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で

あ
る
な
ど
、
就
労
、
地
域
で
の
生
活

や
学
校
生
活
で
の
悩
み
な
ど
を
抱
え

て
い
る
方
や
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
で

あ
る
方
な
ど
、
概
ね
15
歳
か
ら
39
歳

ま
で
の
若
者
に
関
す
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

悩
ん
で
い
る
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、

ご
家
族
の
方
の
み
で
の
相
談
で
も
結

構
で
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
の
方
な
ど
の
支
援
を

行
う
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
」
の
職
員
も
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

10
月
22
日
㈭
正
午
ま
で
に
、
事
前

に
申
し
込
み
い
た
だ
く
と
、
ス
ム
ー

ズ
に
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
当
日

の
申
し
込
み
で
も
相
談
を
受
け
ら
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
23
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場　
佐
渡
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
両
津
支
所
隣
）

　
　
　

２
階　

第
３
研
修
室

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

子
ど
も
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
81
―
１
３
１
０

こ
ん
に
ち
は  

　
国
際
交
流
員
で
す
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佐渡市消費者協会の活動を紹介します― 島内研修について ―
 佐渡市消費者協会 広報係　小林 睦子

　今年度は７月８日に研修を実施し、参加者は 48
人でした。若い佐渡人が、社会にどう貢献し頑張っ
ているかを知る機会となりました。今後の生き方に
繋げていただければ幸いと思います。
　最初は、八幡芋畑の見学です。生産者の遠藤さん
から芋畑の前で説明を伺いました。遠藤さんは、良
質な八幡芋の栽培方法を余念なく研究し、無農薬で、
環境保全対策として生ゴミから作られる肥料とワラ
の堆肥と化学肥料を使い、以前に比べて甘くて柔ら
かく美味しい芋を栽培しており、「消費者協会への
お願いは、無農薬で一生懸命まじめにやっている人
を応援してほしい」と語っておられました。
　続いて、八幡地区にある黒豚の放牧場を見学しま
した。60 頭の黒豚が、小さな餌小屋を備えた広い
砂地で４か所にわかれて飼育され、砂地を自由に飛
び回り、ストレスを感じないように放牧されている
様子でした。この黒豚の肉（島ブタ）は、佐渡では
八幡館と浦島だけが使用しているとのことでした。

 　最後の見学先は、「伝統文化と環境福祉の専門学
校」です。２班にわかれて校舎を巡回し、生徒と先
生がマンツーマンに近い授業の様子を見せていただ
きました。今年で６年連続就職率 100％となり、優

秀な生徒を社会に送り出しているとのことでした。
介護福祉学科のみが島内の生徒で、他学科は日本全
国の島外生徒と留学生とのことで、全国から夢を託
して佐渡で学ぶ若者を応援したいと思いました。

　午後は、佐渡保健所の方から「放射性物質の検査
状況とリスク」についてお話をいただきました。食
品中の放射性物質が暫定基準値を超えた場合にその
食品が市場に流通しないよう出荷制限しており、健
康への影響は、一般的には安全が確保されていると
の報告でした。
　次に、市役所産業振興課が取り組んでいる「地産
地消」のお話を伺いました。キャッチフレーズの「地
産地消で佐渡を元氣にしよう！」の元気の「氣」の
中に「米」の字を入れて、農業にも観光にも力を入
れているとのことでした。また、大人が「佐渡に帰っ
てきたいと言う子どもたち」を育成することが大切
で、そのためには、保育園や小学校時代からのキャ
リア教育に力を入れたいとのお話でした。
　こうした研修で、佐渡の発展に力を注ぐことがで
きます。みんなで手をつなぎ佐渡の発展に尽力しま
せんか。

�

人
権・同
和
教
育
啓
発
推
進
講
座� 

越
佐
に
ん
げ
ん
学
校 

特
別
講
座
を
開
催
し
ま
す

　

新
潟
県
人
権
・
同
和
セ
ン
タ
ー
で
は
、
人
権

意
識
の
向
上
を
め
ざ
し
て
、
毎
年
、
新
潟
県
内

の
市
町
村
で
、
差
別
を
伴
う
人
権
課
題
に
つ
い

て
専
門
の
方
か
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

た
だ
く
講
座
を
、
年
間
８
回
開
設
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
特
別
講
座
を
佐
渡
市
で
開
設
し
ま

す
。

日
時　
10
月
16
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

演
題
１
「 

佐
渡
金
山
に
お
け
る
朝
鮮
人
労
働
の

実
態
に
つ
い
て
」

　

講
師  

称
光
寺
住
職　

林 

道
意 

氏

演
題
２
「 

佐
渡
の
部
落
差
別
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
」

　

講
師　

佐
渡
扉
の
会
事
務
局
長

　
　
　
　

石
﨑 

澄
夫 

氏

韓
国
舞
踊
「
ト
キ
の
舞
」

　

韓
国
伝
統
舞
踊
家
／
ア
リ
ラ
ン
保
存
会

　
　
　
　

日
本
支
部
長　

元 

由
鎮 

氏

参
加
費　
２
千
円
（
セ
ン
タ
ー
の
個
人
会
員
と

会
員
登
録
を
さ
れ
て
い
る
学
校
の
教
職
員
は

１
千
５
百
円
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。）

　

※
当
日
、受
付
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
人
権
・
同
和
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
５
―
２
１
１
―
４
７
４
０

　


０
２
５
―
２
１
１
―
４
７
３
９
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全国大会に出場する男子９人制
バレーボールクラブチームが 
市役所を訪問
　８月４日㈫、男子９人制バレーボールクラブ
チーム「ＮＩＮＥＳ」が市役所を訪問し、県大
会の報告と全国大会への決意を述べました。
　ＮＩＮＥＳは、８月７日から 10 日まで、香川
県高松市で開催された「平成 27 年度 全日本９
人制バレーボールクラブカップ男子選手権大会」
に出場し、グループ戦を突破し決勝トーナメン
ト進出を果たしました。

佐渡市・入間市子ども交流 
サマーキャンプ開催

　８月９日㈰から 12 日㈬まで、「佐渡市・入間
市子ども交流サマーキャンプ」が開催され、入
間市から入間市サッカー協会少年少女部会に所
属する選手 30 人が来島しました。
　入間市の２チームと佐渡市の１チームの総当
たりで、２日間で計６試合のサッカー交流試合
を行いました。真夏の暑い太陽の日差しのもと、
選手たちは元気一杯に互いに声をかけながら
ボールを追いかけていました。

　また、入間市の選手たちは、海水浴やクルー
ジング、砂金採り
体験など、普段は
なかなか体験する
ことのできない活
動を楽しみ、佐渡
での夏休みを満喫
していました。

バドミントン全国大会で入賞した 
小学生と、全国大会に出場する 
中学生が市役所を訪問
　７月 31日から８月３日まで、京都府長岡京市で
開催された「第 31 回若葉カップ全国小学生バドミ
ントン大会」で５位入賞を果たした「佐渡ジュニア
バドミントンクラブ」の選手８人が、８月18 日㈫に
市役所を訪問し、全国大会の結果報告と感想を述
べました。
　また、北信越中学校総合体育大会の女子ダブル
スで３位となり、８月 20 日から 23 日まで北海道
釧路市で開催される「第 45 回全国中学校バドミン
トン大会」に出場する、伊藤歩花選手・伊藤舞衣
選手（両津中学校３年）も出場報告と決意を述べ
ました。

空手の全国大会に出場する 
小学生が市役所を訪問
　８月４日㈫、佐渡空友会の山本妃良梨さん（金
井小学校６年）が市役所を訪問し、「第 15 回全
日本少年少女空手道選手権大会」（８月８日、東
京武道館）出場に向けた決意を述べました。



13

�県立佐渡特別支援学校文化祭�
スロー
ガン 「祝創立30周年記念☆文化祭 
　　 新たな歴史を刻み出せ!!」
　今年は、本校創立 30 周年という節目の年になり
ます。
　30 周年を祝う気持ちと、これまで地域、保護者
の皆さまにご支援、ご協力をいただきました感謝
の気持ちを文化祭で表したいと思っています。
　児童生徒が制作した作品の展示や製品の販売、
ＰＴＡによるバザーなど、多くの催し物を開きます。
　多くの皆さまのご来校をお待ちしております！
日時　10 月 31日㈯　正午～午後３時 10 分
会場　県立佐渡特別支援学校（下新穂 88）
内容　児童生徒の作品展示、作業製品販売、
　　　バザーなど
お問い合わせ　県立佐渡特別支援学校
　　　　　　　☎２２－２１４５

ご協力ください 
ウエスの材料を集めています
　障害福祉サービス事業所「あんずの家」では、
利用者の皆さんの作業の一貫として、ウエスづ
くりを行っています。
　その材料となる古着やタオル、浴衣、シーツ
等を集めています。
　ご家庭で不要となった古着やタオル等をご寄
付ください。ご連絡くださればいただきにもう
かがいます。
お問い合わせ　あんずの家（両津湊 343-46）
　　　　　　　☎２３－３３０３（立脇）

第31回 南佐渡防火駅伝を 
　　　　　　　開催します
日　時　11 月 14 日㈯　午後１時～
コース　 赤泊港北埠頭スタート～赤泊地区～羽

茂地区～小木地区～南佐渡消防署ゴー
ル（６区間、全長 25．７km）

参加資格　中学生以上、１チーム６人
募集定員　 先着 40 チームで申込受付を終了しま

すので、お早めにお申し込みください。
申込期限　10 月 30 日㈮
お申し込み・お問い合わせ
　南佐渡消防署救急 ･ 救助係 ☎８８－３１１９

第32回 岩の平園祭を 
　　　　　　　開催します

　佐渡の知的障がいを持った仲間が、毎日の作
業や余暇活動をとおして製作した作品の展示・
販売、一生懸命練習した芸能の発表、毎年好評
をいただいている模擬店、福祉バザーなど、今
年も盛りだくさんの企画を用意しました。
　皆さまのご来園を心よりお待ちしています。
日　時　10 月 25 日㈰ 
　　　　午前 10 時～午後２時 30 分
会　場　岩の平園、第二岩の平園
内　容　 作業製品販売、作品展示・バザー（利

用者、保護者、島内福祉サービス事業
所等）、催し物（ロゼラニ・フラスタジ
オの皆さんによるハワイアンフラ、瓜
生屋子供鬼太鼓、利用者による舞踊、
大黒舞）、模擬店、憩いの広場、福祉バ
ザー　ほか

送迎用マイクロバス発車時刻
【新穂行政サービスセンター前発】
　午前９時 30 分、10 時 30 分、11 時 30 分

【岩の平園発】
　正午、午後１時 30 分、２時、３時
駐車場　 岩の平園グラウンドおよび第二岩の平

園前駐車場
お問い合わせ　第二岩の平園実行委員（市橋）
　　　　　　　☎２２－４１６５

能と狂言観賞会のご案内
開催日　11 月１日㈰
　　　　   ※雨天時11月３日(火・祝)

開　場　午後１時 30 分　　開　演　午後２時
会　場　椿尾　気比神社能舞台
内　容
１部　鷺流狂言発表会　演目：神鳴（かみなり）
　　　　真野中学生　総合郷土狂言班
２部　鷺流狂言　演目：鳴子（なるこ）
　　　　佐渡鷺流狂言研究会
３部　能　演目：枕慈童（まくらじどう）
　　　　一葉会
入場無料
駐車場　 駐車場が少ないので乗り合わせてお出

でください。
主催　椿尾能楽石工の里の会
お問い合わせ　金子（携帯）
　　　　　　　☎０９０－２７４７－６９５２
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お
　
知
　
ら
　
せ

佐
渡
市
選
挙
管
理
委
員
会 

　
　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

来
春
執
行
の
佐
渡
市
議
会
議
員
お
よ
び

佐
渡
市
長
の
選
挙
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

告
示
日　
　

平
成
28
年
４
月
３
日
㈰

選
挙
期
日　
平
成
28
年
４
月
10
日
㈰

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
63
―
３
１
１
１

国
民
年
金
保
険
料
「
５
年
の

後
納
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た

　

過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
、
将
来
の

年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
「
後
納

制
度
」
が
、
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
３

年
間
限
り
の
特
例
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
な
ど
は
、
後
納
制
度
の
利
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
お
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

○
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
―
０
１
１
―
０
５
０

○
日
本
年
金
機
構
新
潟
西
年
金
事
務
所

　

国
民
年
金
課

　

☎
０
２
５
―
２
２
５
―
３
０
１
２

※ 

基
礎
年
金
番
号
を
ご
用
意
の
う
え
、お
電
話
く

だ
さ
い
。

10
月
は
土
地
月
間
で
す

土
地
取
引
の
届
出
に
つ
い
て

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
法
定
面
積
以

上
の
土
地
取
引
を
行
っ
た
場
合
、
市
町
村

を
経
由
し
て
県
知
事
に
届
出
す
る
こ
と
を

義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
届
出
を
し
な
か
っ

た
り
、
偽
り
の
届
出
を
し
た
り
す
る
と
罰

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

法
定
面
積

・
都
市
計
画
区
域　
　
　
　

 

５
千
㎡
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外
の
区
域 

１
万
㎡
以
上

※ 

個
々
の
取
引
面
積
が
小
さ
い
場
合
で
も
、総
面

積
が
法
定
面
積
以
上
に
な
る
場
合
は
、届
出
が

必
要
で
す
。

届�

出
義
務
者　
土
地
の
権
利
取
得
者
（
売

買
で
あ
れ
ば
買
主
）

届�

出
期
限　
契
約
（
予
約
含
む
）
の
日
か

ら
起
算
し
て
２
週
間
以
内

新
潟
県
地
価
調
査
結
果

　

平
成
27
年
度
の
地
価
調
査
結
果
を
９
月

17
日
㈭
に
公
表
し
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
建
設
課
都
市
計
画
係

　

☎
63
―
５
１
１
８

税
理
士
と
司
法
書
士
に
よ
る 

　
「
無
料
相
続
相
談
会
」の 

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
案
内

　

関
東
信
越
税
理
士
会
新
潟
県
支
部
連
合

会
と
新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
相
続
税

や
相
続
手
続
き
、
遺
言
に
つ
い
て
の
無
料

相
続
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
年
１
月
か
ら
相
続
税
が
改
正
さ
れ
、

基
礎
控
除
の
金
額
が
60
％
に
減
額
さ
れ
、

相
続
税
の
申
告
が
必
要
と
な
る
方
が
増
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

一
般
市
民
の
遺
言
や
相
続
手
続
き
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
相
続

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に
つ
い
て
、

相
続
税
の
専
門
家
で
あ
る
税
理
士
と
、
相

続
手
続
き
の
専
門
家
で
あ
る
司
法
書
士
が

共
同
で
、
面
談
に
よ
る
無
料
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

　

ご
家
族
や
ご
自
身
の
将
来
の
相
続
に
備

え
、
疑
問
や
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
25
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

会
場
・
定
員

○ 

新
潟　

新
潟
県
司
法
書
士
会
館
（
新
潟

市
中
央
区
笹
口
１
―
11
―
15
）・
定
員

30
人

○ 

長
岡　

ア
オ
ー
レ
長
岡　

西
棟
３
階

　

 

第
１
協
働
ル
ー
ム
（
長
岡
市
大
手
通
１

―
４
―
10
）・
定
員
18
人

○ 

上
越　

直
江
津
学
び
の
交
流
館
（
直
江

津
図
書
館
）（
上
越
市
中
央
１
―
３
―

18
）・
定
員
18
人

相�

談
方
式　
税
理
士
と
司
法
書
士
の
ペ
ア

に
よ
る
面
談
で
の
相
談

相
談
料　
無
料

予�

約
方
法　
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。
お
電
話
で
「
相
続
相
談
会
の
予
約

を
し
た
い
」
と
告
げ
て
く
だ
さ
い
。
各

会
場
と
も
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
２
５
―
２
４
４
―
５
１
２
１

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
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お
　
知
　
ら
　
せ

70
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た 

島
内
路
線
バ
ス
の
運
賃
割
引

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

平
成
27
年
４
月
か
ら
、�

対
象
年
齢
が
70
歳
以
上
に
な
り
ま
し
た

　

70
歳
以
上
の
佐
渡
市
民
の
方
は
、
１
人

１
回
２
０
０
円
で
島
内
路
線
バ
ス
を
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
。

　

こ
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、

「
割
引
サ
ー
ビ
ス
利
用
証
」
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
市
役
所
本
庁
、
支
所
・
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
新
潟
交
通
佐
渡

各
営
業
所
の
窓
口
に
、
顔
写
真
を
添
え
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

顔
写
真
は
、
概
ね
縦
４
．
５
㎝
、
横
３
．

５
㎝
、
無
帽
、
正
面
、
無
背
景
、
フ
チ
な

し
で
肩
口
ま
で
入
っ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

サ
ン
グ
ラ
ス
な
ど
で
人
物
を
特
定
で
き
な

い
も
の
、
照
明
が
メ
ガ
ネ
に
反
射
し
て
い

る
も
の
、
笑
顔
な
ど
普
段
の
表
情
と
大
き

く
異
な
る
も
の
な
ど
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

顔
写
真
付
で
な
い
旧
利
用
証
を
お
持
ち

の
方
は
、お
早
め
に
更
新
し
て
く
だ
さ
い

　

平
成
26
年
度
の
「
割
引
サ
ー
ビ
ス
利
用

証
（
顔
写
真
付
で
な
い
旧
利
用
証
）」
を

お
持
ち
の
方
は
、
有
効
期
限
が
平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
の
で
、
お
早
め
に
顔

写
真
付
の
「
割
引
サ
ー
ビ
ス
利
用
証
」
に

更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
交
通
政
策
課
交
通
対
策
係

　

☎
63
―
３
１
８
４

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

　
　
　
　
　

建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
と
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と

な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ

の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や

め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払

う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職

金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主　
建
設
業
を
営
む
方

対�

象
と
な
る
労
働
者　
建
設
業
の
現
場
で

働
く
方

掛
金　
日
額
３
１
０
円

特
長

・ 

国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
込

手
続
は
簡
単
で
す
。

・ 

経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・ 

掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、

法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と

し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と

な
り
ま
す
。

・ 

事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業

間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

特
例
措
置
の
お
知
ら
せ

　

建
退
共
で
は
、
地
震
等
に
よ
り
災
害
救

助
法
が
適
用
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
対
し
て
、

各
種
手
続
き
の
特
例
措
置
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

・ 

共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日
数
に

応
じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を
所
持

し
て
い
る
労
働
者
が
、
建
設
業
界
を
引

退
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を

請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

建
退
共
新
潟
県
支
部

　

☎
０
２
５
―
２
８
５
―
７
１
１
７

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
制
度
説

明
用
動
画
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
建
退
共
制
度
の

情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。「
建
退
共
」

で
検
索
し
て
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

佐
渡
市
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
５

を
開
催
し
ま
す

　

広
く
環
境
問
題
へ
の
関
心
と
理
解
を
深

め
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
美
し

い
島
佐
渡
を
引
き
継
ぐ
た
め
の
方
策
を

考
え
る
た
め
に
、「
佐
渡
市
環
境
フ
ェ
ア

２
０
１
５
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
楽
し
み

な
が
ら
佐
渡
の
環
境
を
考
え
て
も
ら
え
る

イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
参
加
し
た

方
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
も
ご
用
意
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
１
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

内
容　
環
境
活
動
の
発
表
・
展
示
、

　
　
　

エ
コ
商
品
な
ど
の
販
売
・
紹
介
、

　
　
　

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
環
境
講
演
会
等

環
境
講
演
会

時
間　
午
後
１
時
30
分
～

講
師　
金
谷　

年
展
さ
ん

　
（ 

東
京
工
業
大
学　

ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
研
究
機
構
特
任
教
授
。

Ｔ
Ｖ
番
組
「
世
界
一
受
け
た
い

授
業
」
の
先
生
）

演
題　

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
と
美
し

く
災
害
に
強
い
佐
渡
を
残
す
た
め
に

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」

主
催　

 

美
し
い
島
佐
渡
・
エ
コ
ア
イ
ラ
ン

ド
推
進
協
議
会

共
催　
新
潟
県
佐
渡
地
域
振
興
局
、

　
　
　

佐
渡
市

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
環
境
対
策
課
環
境
企
画
係

　

☎
63
―
３
１
１
３

困
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
行
政
相
談

　

10
月
19
日
㈪
か
ら
25
日
㈰
は 

　
　
　
　
　

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
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公営住宅の入居者を募集します
お問い合わせ　市役所建設課　住宅係　☎０２５９‐６３‐５１１８

　入居申込みには、共通の申込資格ＡからＣに加え、希望する住宅の特定の申込資格が必要です。
【共通の申込資格】

Ａ　市内に住所または勤務先があるか、住所を移そうとしていること
Ｂ　公租公課（市税など）を滞納しておらず、現に住宅に困窮していること
Ｃ　申込者（同居する親族を含む）が暴力団員でないこと

【特定の申込資格】
①　同居する親族（婚約者を含む）がいること
② 　収入月額が158,000円（高齢者世帯、障がい者のいる世帯、小学校就学前のお子さまがいる世帯などは

214,000円）以下であること
③ 　収入月額が158,000円以上487,000円以下であること
＜公募する公営住宅一覧＞

地区 住宅名称（所在階） 公募
戸数

特定
資格

単身
可能

建設
年度 構造区分 間取 月額家賃 ( 円 )

両津 原黒住宅第４号棟 1 ①② - H5 木造２階長屋建て 2LDK 21,800 ～ 42,900

相川
おりと団地（１、２、４階） 3 ② ○ S53 耐火構造４階建て 3DK 14,800 ～ 29,000

栄町団地あやめ棟(３階) 1 ①② - H8 耐火構造３階建て 3DK 22,900 ～ 45,000

金井 木戸沢第３住宅（１、２階） 3 ①③ - H9 木造２階共同建て 3DK 53,000【定額】

新穂 青木第２住宅 2 ①② - H5 木造平屋一戸建て 3DK 18,500 ～ 36,400

真野
第２吉岡住宅 1 ①② - H7 木造平屋一戸建て 3DK 20,800 ～ 40,800

新町団地 2 ①③ - H12 木造平屋一戸建て 3DK 56,000【定額】

羽茂 天沢住宅２ 1 ①③ - H8 木造平屋一戸建て 3LDK 45,000【定額】

赤泊
真浦団地２ 1 ③ ○ H9 木造平屋長屋建て 1LDK 17,000【定額】

真浦団地２ １ ③ ○ H9 木造平屋長屋建て 1LDK 18,000【定額】

■申込書類 住宅入居申込書と必要書類（住民票の写しなど）を提出してください。
■申込み先 市役所建設課住宅係　または各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口
■申込期限 10 月 30 日㈮　午後５時
■入居予定 11 月下旬（申込者多数の場合、抽選となり、期間が延びる場合があります。）
■注意事項 入居決定後、次のことが必要です。 
 ◆連帯保証人：市内在住親族２人（県営住宅は 1 人）　　◆敷金の納入：家賃の３か月分

収入月額�＝��（合計所得額－各種控除額）� １２

心配ごと相談日（10/15～11/15）
　生活のさまざまな心配ごとや困りごとを
気軽に相談できる窓口を開設しています。
お住まいの地区以外での相談もできます
ので、ぜひご利用ください。相談は無料で
予約は不要です。直接、相談日にお越しくだ
さい。秘密は守られます。
事業に関するお問い合わせ
　社会福祉協議会本所　☎８１－１１５５
※ こちらの電話ではご相談は受付けていません。

相談を希望される方は、直接会場にお越しくだ
さい。

地区 相談日 時間 会場

両 津
10月23日㈮
11月  2日㈪
11月13日㈮

13:00～16:00 両津福祉センター
しゃくなげ

11月  7日㈯ 18:00～20:00

相 川
10月16日㈮
10月22日㈭

9:00～12:00 ワイドブルーあいかわ
11月  3日㈫
11月10日㈫

佐和田 10月27日㈫ 9:00～12:00 佐渡中央会館
金 井 11月10日㈫ 13:00～16:00 金井コミュニティセンター

小 木 11月  4日㈬ 13:30～16:30 小木多目的集会施設
（あゆす会館）
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買
え
買
え
詐
欺
（
劇
場
型
勧
誘
）
の
相

談
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

最
近
は
、
高
齢
者
の
親
切
心
や
同
情
心

に
つ
け
込
ん
だ
、
介
護
施
設
や
有
料
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
入
居
す
る
権
利
を
「
代
わ

り
に
申
し
込
ん
で
」
な
ど
と
言
い
、
お
金

を
だ
ま
し
取
る
手
口
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

相
談
事
例

　

自
宅
に
老
人
ホ
ー
ム
入
居
権
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
届
い
た
後
、
別
の
事
業
者
（
Ａ

社
）
か
ら
「
あ
な
た
の
近
く
に
介
護
施
設

が
で
き
る
が
、
佐
渡
市
民
に
入
居
の
権
利

が
あ
り
、
あ
な
た
が
そ
の
入
居
権
に
当
選

し
た
。
入
居
す
る
希
望
が
な
け
れ
ば
入
居

し
た
い
人
が
い
る
の
で
、
そ
の
権
利
を

譲
っ
て
ほ
し
い
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
ま
た
別
の
業
者
（
Ｂ
社
）
か
ら
、

「
あ
な
た
が
大
手
企
業
に
名
義
を
貸
し
て

当
老
人
ホ
ー
ム
と
契
約
を
し
た
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
る
。
名
義
貸
し
は
犯
罪
だ
。
こ

の
ま
ま
で
は
逮
捕
さ
れ
る
。
」
と
電
話
が

き
た
。

　

「
ま
だ
承
諾
し
て
い
な
い
。
」
と
言
っ

た
が
、
「
何
か
解
決
方
法
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
ま
た
電
話
す
る
。
」
と
言
わ
れ

電
話
が
切
れ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

・ 

「
名
義
を
貸
す
だ
け
」
な
ど
と
説
明
が

あ
っ
て
も
、
後
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
口
実

で
お
金
を
要
求
さ
れ
ま
す
。
不
安
に
感

じ
て
も
絶
対
に
支
払
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

・ 

断
る
時
は
余
計
な
話
は
せ
ず
、
「
い
り

ま
せ
ん
！
」
「
お
断
り
し
ま
す
！
」

「
警
察
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
言
い

ま
す
！
」
と
キ
ッ
パ
リ
断
り
、
す
ぐ
に

電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

・ 

少
し
で
も
疑
問
や
不
安
を
感
じ
た
ら
、

お
金
を
支
払
う
前
に
家
族
や
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

電
話
機
を
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
対

応
に
す
る
な
ど
、
詐
欺
被
害
防
止
対
策

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

☎
57
―
８
１
４
３

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
１イ

ヤ

ヤ
８
８
（
嫌
や
！
泣
き
寝
入
り
）

「
老
人
ホ
ー
ム
入
居
権
」の 

　
　
買
え
買
え
詐
欺
に
ご
注
意
！

　
　
　
　
　
　
　
～
劇
場
型
勧
誘
が
増
加
中
で
す
～

　
新
企
画
　
連
載
開
始
　

  
今 
が
ん
ば
っ
て
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
渡
市
教
育
委
員
会　

教
育
長　

児
玉　

勝
巳

　

平
成
21
年
か
ら
５
年
あ
ま
り
、
学
校
の

取
組
を
紹
介
し
た
『
心
の
原
風
景
―
我
が

母
校
―
』
に
か
わ
り
、
来
月
号
か
ら
新
企

画
『
今 

が
ん
ば
っ
て
ま
す
』
の
連
載
を
開

始
し
ま
す
。

　

佐
渡
市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
教
育

の
重
点
と
し
て
、
次
の
３
項
目
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

一　

�

学
力
向
上
（
意
欲
を
も
ち
確
か
な

学
力
を
付
け
る
学
校
）

二　

�

い
じ
め
・
不
登
校
解
消
（
い
じ

め
・
不
登
校
を
生
ま
な
い
学
校
）

三　

�

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
佐
渡
学
充
実

（
郷
土
愛
、
勤
労
観
・
職
業
観
を

は
ぐ
く
む
学
校
）

　
「
学
力
向
上
」
で
は
、「
学
習
に
意
欲
を

も
つ
子
ど
も
」「
学
習
が
分
か
る
・
で
き
る

子
ど
も
」
を
育
て
る
た
め
、
次
の
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・
普
段
の
授
業
を
改
善
す
る
。

・ 

学
習
習
慣
の
定
着
や
家
庭
学
習
の
充
実

を
図
る
。

　

そ
し
て
、
学
力
調
査
が
全
国
平
均
以
上

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
い
じ
め
・
不
登
校
解
消
」
で
は
、「
相

手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
思
い
や
り
の

あ
る
子
ど
も
」「
友
達
と
喜
ん
で
か
か
わ
れ

る
子
ど
も
」
を
育
て
る
た
め
、
次
の
こ
と

を
重
視
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・ 

子
ど
も
と
親
身
に
か
か
わ
り
、
心
の
居

場
所
を
つ
く
る
。

・
社
会
性
育
成
活
動
を
充
実
さ
せ
る
。

・
道
徳
教
育
や
生
徒
指
導
を
充
実
さ
せ
る
。

　

そ
し
て
、
ど
の
子
も
喜
ん
で
登
校
で
き

る
学
校
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
佐
渡
学
充
実
」
で
は
、

「
郷
土
を
愛
し
、
夢
と
誇
り
を
も
ち
、
自
立

を
目
指
す
子
ど
も
」
を
育
て
る
た
め
の
活

動
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

・ 

郷
土
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
の
学
習
を

深
め
、
発
信
す
る
。

・
職
場
見
学
や
職
業
体
験
を
充
実
さ
せ
る
。

　

そ
し
て
、
自
分
の
地
域
の
将
来
に
夢
と

希
望
の
も
て
る
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し

ま
す
。

　
『
今 

が
ん
ば
っ
て
ま
す
』
で
は
、
各
学
校

の
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
、
３
項
目
の
中

か
ら
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
紹
介
し
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
佐
渡
市
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課

　

☎
23
―
４
８
９
８
（
両
津
支
所
内
）
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ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
�

■�

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

８
月
20
日
に
行
わ
れ
た
佐
渡
市
ト
キ
環

境
整
備
基
金
贈
呈
式
で
、
と
き
わ
会
様

（
新
潟
市
）
か
ら
10
万
円
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
カ
ン
ゾ
ウ
の
会
か
ら
改

称
し
た
と
き
わ
会
様
は
、
佐
渡
市
出
身
者

を
中
心
に
新
潟
市
で
交
流
活
動
を
さ
れ
て

お
り
、
佐
渡
市
が
誕
生
し
て
か
ら
毎
年
ご

寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
ほ
か
に
、
佐
渡
興
産
有
限
会
社
様
か
ら

も
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ご
芳
志
は
、

ト
キ
野
生
復

帰
事
業
や
生

息
環
境
の
整

備
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

■
第
13
回
ト
キ
放
鳥

　

９
月
25
日
の
朝
、
野
生
復
帰
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
順
化
ケ
ー
ジ
に
お
い
て
放
鳥
口

を
解
放
し
、
13
回
目
と
な
る
ト
キ
放
鳥
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
放
鳥
さ
れ
た
ト
キ
は
、
オ
ス
２
羽
、

メ
ス
17
羽
の
合

計
19
羽
で
、
こ

の
中
に
は
、
ト

キ
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
オ
ー
プ
ン

当
初
飼
育
さ
れ

て
い
た
メ
ス
の

「
ゆ
る
り
」
と
、

昨
年
初
め
て
同

プ
ラ
ザ
で
誕
生

し
た
ひ
な
３
羽
の
う
ち
、
オ
ス
の
「
つ
な

ぐ
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
ト
キ
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

順
化
ケ
ー
ジ
か
ら
飛
翔
し
た
ト
キ
は
、

普
段
ト
キ
が
見
ら
れ
な
い
場
所
で
行
動
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
広
い
範
囲

を
飛
ぶ
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
目

撃
情
報
は
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

ト
キ
を
目
撃
し
た
際
に
は
、
ト
キ
交
流

会
館
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
―

９
８
０
―
５
５
１
）
へ
お
気
軽
に
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆ 

市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進

室
ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
） 

☎
24
―
６
０
４
０

明
る
く
輝
く
星
も
ジ
オ
パ
ー
ク 

― 

金・銀
　
誕
生
の
謎 

―

　

「
佐
渡
の
金
や
銀
（
元
素
）
は
ど
こ
で

誕
生
し
た
の
で
し
ょ
う
？
」
と
聞
く
と
、

「
地
球
の
中
心
」
と
考
え
る
人
が
い
ま
す

が
、
実
は
、
星
が
一
生
を
終
え
た
瞬
間
に

誕
生
し
た
の
で
す
。

　

１
３
８
億
年
前
に
宇
宙
が
誕
生
し
た
時
、

宇
宙
に
は
水
素
と
ヘ
リ
ウ
ム
の
ガ
ス
し
か

存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
長
い
年
月
を
経

て
、
こ
れ
ら
の
ガ
ス
が
集
ま
り
、
太
陽
の

よ
う
に
自
ら
輝
き
出
し
ま
し
た
。
星
（
恒

星
）
の
誕
生
で
す
。
星
は
、
水
素
を
核
融

合
反
応
（
水
爆
と
同
じ
原
理
）
さ
せ
て
、

膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
、
星
の
中
で

炭
素
や
酸
素
な
ど
の
軽
い
元
素
を
誕
生
さ

せ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
太
陽
の
お
よ
そ
10

倍
以
上
の
巨
星
の
中
で
は
、
さ
ら
に
重
い

ケ
イ
素
、
鉄
な
ど
地
球
の
主
成
分
の
元
素

が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

星
に
も
寿
命
が
あ
り
、
最
後
に
は
大
爆

発
し
ま
す
。
巨
星
が
大
爆
発
し
た
そ
の
瞬

間
の
も
の
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
金
・

銀
な
ど
の
重
い
元
素
を
誕
生
さ
せ
ま
す
。

巨
星
の
爆
発
の
こ
と
を
超
新
星
爆
発
と
い

い
ま
す
。
有
名
な
も
の
で
は
、
鎌
倉
時
代

の
公
家
藤
原
定
家
の
日
記
「
明
月
記
」
に
、

『
見
慣
れ
な
い
星
が
、
オ
リ
オ
ン
座
の
東

に
見
え
た
。
牡
牛
座
の
ゼ
ー
タ
星
付
近
で
、

大
き
さ
は
木
星
ほ
ど
だ
っ
た
』
（
現
代
語

訳
） 

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
の

爆
発
の
残
骸
が
、
牡
牛
座
の
か
に
星
雲

（
写
真
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま

す
。
超
新
星
は
と
て
も
明
る
く
、
光
で
お

よ
そ
７
千
年
か
か
る
ほ
ど
遠
い
場
所
に
あ

る
の
に
、
昼
間
で
も
明
る
く
輝
い
て
見
え

た
と
中
国
の
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
約
46
億
年
前
、
大
爆
発
し
た

星
々
の
残
骸
（
宇
宙
の
塵
）
が
集
ま
っ
て

地
球
が
誕
生
し
ま
し
た
。
佐
渡
で
採
掘
さ

れ
た
金
・
銀
は
、
実
は
巨
星
の
大
爆
発
の

恵
み
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ジ

オ
パ
ー
ク
は
、
地
球
上
の
こ
と
だ
け
で
な

く
、
頭
上
の
星
々
、
宇
宙
ま
で
丸
ご
と
含

む
も
の
な
の
で
す
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室（
両
津
支
所
内
）

　

☎
27
―
４
１
８
５

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
131

超新星爆発の残骸「かに星雲」
写真　AFP＝時事（承認済）
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西
三
川
砂
金
山
⑿
　
― 

佐
渡
奉
行
の
見
た
砂
金
山 

―

　

佐
渡
奉
行 

川
路
三
左
衛
門（
１
８
４
０

～
４
１
在
任
）が
、天
保
12（
１
８
４
１
）年

３
月
18
日
に
西
三
川
砂
金
山
を
視
察
し
た

時
の
様
子
を
日
記
に
記
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、西
三
川
の
止
宿
先
を
こ

の
日
の
午
前
８
時
前
に
出
立
し
た
川
路
奉

行
は
、股も
も

引ひ
き
・
半は
ん

纏て
ん

姿
で
峻
険
な
山
道
を
１

里
ほ
ど
歩
き
、砂
金
山
に
到
着
。

　

砂
金
の
稼
ぎ
場
は
、相
川
と
は
異
な
り

砂
と
石
の
赤
い
山
で
、小
松
な
ど
が
生
い

茂
っ
て
い
る
。そ
こ
を
段
々
に
掘
り
崩
し
、

数
十
丈
あ
っ
た
立
残
山
は
、半
分
に
切
り
崩

さ
れ
て
い
て
、こ
の
こ
と
か
ら「
立た
て

残
の
こ
し

山
」

と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。山
の
脇
に
は
堀
の
よ

う
な
も
の
が
つ
け
ら
れ
、山
裾
を
鍬く
わ

に
似
た

も
の
で
打
ち
か
き
、土
を
盛
る
よ
う
に
し

て
あ
る
。「
水
は
い
か
に
」と
役
人
が
い
う
と
、

人に
ん

足そ
く

が「
と
く
よ
し
」と
答
え
、し
ば
ら
く
し

て
、あ
ら
れ
が
降
る
よ
う
な
、時
雨
の
夥
お
び
た
だし

く
降
り
か
か
る
よ
う
な
音
が
し
て
、空
堀
は

谷
川
の
よ
う
に
な
っ
た
。そ
こ
を
人
足
が
鍬

の
よ
う
な
も
の
で
掘
り
、そ
の
下
流
に
２
尺

ば
か
り
の
莚
む
し
ろ
を
な
ら
べ
、２
人
一
組
で
魚
を

採
る
よ
う
な
所
作
を
す
る
、そ
こ
に
溜
ま
っ

た
砂
を
ゆ
り
板
に
溜
め
て
ゆ
す
る
と
、た
ち

ま
ち
５
分（
1.8
ｇ
）ほ
ど
の
砂
金
が
採
れ
た
。

　

こ
こ
か
ら
２
丁
ば
か
り
谷
間
沿
い
に
歩

く
と
、峠
と
お
げ

坂ざ
か

山
に
出
る
。そ
こ
も
数
十
丈
ば

か
り
掘
り
崩
し
て
あ
り
、５
か
ら
６
人
の
人に
ん

足そ
く

が
鍬
で
穿
っ
て
い
て
、そ
の
外
に「
タ
ン
ナ

イ
爺
」と
い
う
者
が
い
る
。こ
の
者
は
、掘
り

進
め
て
い
る
山
が
崩
れ
落
ち
る
の
を
監
視

し
て
い
る
。山
の
崩
れ
る
兆
候
が
見
え
る
と
、

「
※
タ
ン
ナ
イ（
間
も
な
い
）、タ
ン
ナ
イ
」と

人
足
た
ち
に
、す
ぐ
に
逃
げ
る
よ
う
に
警
告

す
る
の
だ
。

　

川
路
奉
行
は
、こ
の
よ
う
に
砂
金
流
し
の

様
子
を
興
味
深
げ
に
記
し
て
い
ま
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業

　

改
善
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63
―
５
１
３
６

※ 

ほ
か
に「
ダ
イ
ナ
イ（
大
事
な
い
）」と
言
う
説
も

あ
る
。

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

トキマグネット
第9回  まつはらの家
　今年もトキのひなが自然界で誕生し、佐渡の大空を
羽ばたいています。
　そんな佐渡のシンボルでもあるトキをマグネットにし
ました。
　ひな誕生、繁栄を願う親子のトキになっています。や
んちゃな子どもを親が優しく微笑み見守っている、そん
な表情の違いを楽しんでください。
　作業は出来るところを各々で分担し、みんな心を込
めて製作しています。
　佐渡のお土産に大変喜ばれています。また、イベン
トなどの景品等にもご活用してみてはいかがですか。

トキの親子のマグネットです 1個 1個手作りです！

障 が い 福 祉 施 設 授 産 品 紹 介 コ ー ナ ー

それぞれ得意なところを分担して作っています

◆�お問い合わせ、ご注文は電話、ファックス�
またはメールでお願いします。

　障がい福祉サービス事業所　まつはらの家
　〒９５２－１３１３　佐渡市八幡町３０３番地２
　☎５２－４７４４　ＦＡＸ５２－４５６６
　メール：matuharanoie@hyper.ocn.ne.jp

安
藤
広
重「
諸
国
六
十
八
景
佐
渡
金
山
」に
描
か
れ

た「
タ
ン
ナ
イ
爺
」（
中
央
岩
場
に
座
っ
て
い
る
人
物
）

『
佐
渡
西
三
川
の
砂
金
山
由
来
の
農
山
村
景
観
保

存
調
査
報
告
書
』よ
り
転
載



20

第
12
回
市
展
開
催
の
お
知
ら
せ

　

第
12
回
市
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。ご

家
族
お
誘
い
の
上
、ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

会
期　
10
月
17
日
㈯
～
10
月
21
日
㈬

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
７
時

　
　
　
（
21
日
㈬
は
午
後
１
時
ま
で
）

会�

場　
両
津
総

合
体
育
館

入
場
無
料

相
川・春
日
居
ふ
れ
あ
い
交
流（
相
川
地
区
）

　

８
月
７
日
か
ら
10
日
ま
で
の
４
日
間
、相

川
地
区
の
小
学
校
５
・
６
年
生
72
人
が
、友
好

都
市
で
あ
る
山
梨
県
笛
吹
市
を
訪
れ
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
は
、６
代
目
佐
渡
奉
行
の
鎮し
ず

目め

市い
ち

左ざ

衛え

門も
ん

が
春
日
居
町
出
身
と
い
う
こ
と

か
ら
、平
成
元
年
に
旧
相
川
町
と
春
日
居
町

（
現
・
笛
吹
市
）が「
友
好
町
」と
な
り
始
ま
っ

た
も
の
で
、今
回
で
21
回
目
の
交
流
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、春
日
居
小
学
校
６
年
生

と
交
流
会
を
行
い
、半
日
だ
け
の
交
流
会
で

し
た
が
、お
互
い
の
市
に
関
す
る
○
×
ク
イ
ズ

や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
等
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

住
所
を
交
換
す
る
子
ど
も
た
ち
も
い
て
、遠
方

の
地
で
た
く
さ
ん
の
友
達
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、富
士
登
山
や
山
梨
県
立
博
物
館
で

の
勉
強
、ぶ
ど
う
畑
で
の
ぶ
ど
う
狩
り
な
ど
、

佐
渡
で
は
経
験
で
き
な
い
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

交
流
最
後
の
夜
に
は
、３
日
間
で
子
ど
も

た
ち
が
協
力
し
、考
え
、練
習
し
た
劇
の
発
表

会
や
、移
動
の
バ
ス
の
中
で
練
習
し
た
歌
の
歌

合
戦
を
行
い
、相
川
地
区
の
４
つ
の
小
学
校

か
ら
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、帰
る
頃
に
は

す
っ
か
り
仲
良
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、親
元
を
離
れ
、

初
め
て
づ
く
し
の
経
験
を
す
る
こ
と
で
、一
ま

わ
り
も
二
ま
わ

り
も
大
き
く
成

長
し
、無
事
に
佐

渡
へ
帰
っ
て
き
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の

「
笑
顔
」
と
「
か

ば
ん
に
入
り
き

ら
な
い
お
土
産
」が
、と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

来
年
は
、春
日
居
小
学
校
５
・
６
年
生
が
来

島
し
、佐
渡
で
交
流
会
を
行
う
予
定
で
す
。

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

☎２７─４１８５
（両津支所内）

佐渡市立中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK

両津図書館に「東京神楽坂ライオンズ文庫」の 
児童書が届きました。ぜひ、ご利用ください！

　「東京神楽坂ライオンズ文庫」とは、佐
渡ライオンズクラブと姉妹クラブである
東京神楽坂ライオンズクラブから、児童
図書を中心に昭和46年から佐渡市に寄
贈していただいているものです。現在約
6,100冊の図書があり、今年も10万円相
当、68冊の児童図書が届きました。「東京神楽坂ライオンズ文庫」とし
て両津図書館（☎２７－４１８２）に設置してあります。
寄贈図書
　「せなけいこ傑作絵本」（8巻）鈴木出版
　「ディズニーアニメ小説版2015年度新刊セット」（全4巻）偕成社
　「47都道府県!!ご当地キャラと日本一周♪」（全3巻）汐文社
　「みんなでつくろう！季節と行事で壁をかざる立体工作」（全4巻）国土社
　「マジカル★ストリート」（全10巻）偕成社
　「リトル・ジーニーときめきプラス」（全5巻）ポプラ社
　「タイムストーリー」（全5巻）偕成社
　「愛蔵版ハッピーになれる占いシリーズ」（全3巻）金の星社
　「スラよみ！現代語訳名作シリーズ」（全5巻）理論社
　「妖怪探検図鑑」（全2巻）あかね書房
　「江戸のなぞなぞ なぞかけランド」（全3巻）理論社
　「心にひびくマンガの名言」（全5巻）学研
　「わくわく世界の絵本」第１、２期（全11巻）小峰書店

みんなそろって「はい、チーズ！」

　資料紹介　
「佐渡広場Ⅴ」
　櫻井哲夫著
　博進堂ブログ出版
　サービス　発行
　ブ ログ の「 佐 渡 広 場 」
2 0 1 0 年 4月2 9日号 から
2011年4月23日号までを編集したもの。風
物・芸能・産業など、佐渡を軸としたブログ。
内容は「佐渡の研究」で、今回で5巻目の出版。

シリーズ大地の公園
「中部・近畿・中国・
　四国のジオパーク」
　古今書院　発行
　地域にひそむ大地の物語
を学び、楽しもう。金とトキの
島でたどる3億年の旅とひと
の暮らしと題した、「佐渡ジ
オパーク」も記載されている。
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首都圏情報コーナー

第19回産業振興フォーラムが開催されました
　８月30日㈰、表参道・新潟館ネスパスで第19回産業振興
フォーラムが開催されました。
　今回の基調講演は、真野新町在住で「ご
縁の宿伊藤屋」の番頭・伊藤 善行 氏を講
師に迎え、「地元佐渡の再発見！ファイン
ダー越しの非日常と写真による集客」と題
して、ご講演いただきました。
　旅館・飲食業に携わりながら、佐渡観光
の将来に危機感を持つ伊藤氏は趣味の写真や、ＩＴの知識を
基に佐渡の魅力をインターネットの各種ＳＮＳやブログで発
信、その情報発信力で多くの方々の来島に結びつけています。
　講演では、旅行者が佐渡に期待する非日常の「光景、食事、
体験、癒し」の情報を写真などでどのように紹介しているのか、
そして佐渡出身者に佐渡の魅力を再発見し、集客の協力を仰
ぐというお話でありました。
　第２部の講演は、地域おこし協力隊・海
府地区担当の木野本 信子 氏を講師に迎
え、「カンゾウと寒ぶり　～２つの財産を
通して見えてきた佐渡の課題～」と題して、
ご講演いただきました。
　外海府、内海府と二つのエリアをベース
にした各々のまつりによる地域活性化の活動紹介と、情報共有、
実行委員会、協力意識の強化など地域の発展と課題解決に取
り組んでいる状況をご紹介いただきました。
　お二方の佐渡への熱い想いが溢れた好（講）演でした。
　なお、今回も佐渡市役所から池町総合政策監、加藤地域振
興課長をはじめ多くの方々の参加をいただき、参加者は80人
超と関心の高さをうかがわせました。

（文責：佐渡市東京事務所　小路　徹）

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

★
面
談
方
式
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
26
日
㈪
～
30
日
㈮ 

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・ 

土
地
や
建
物
の
売
買
、贈
与
、相
続
、担
保
権
の
設
定
等
の
手

続
き

・
会
社
・
法
人
の
設
立
、変
更
等
の
登
記

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、借
地
・
借
家
等
の
ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・ 

多
重
債
務
者
の
調
停
、訴
訟
、自
己
破
産
等
に
よ
る
救
済
の
申

し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、保
証
人
、隣
地
間
の
も
め
事
等
の
手
続
き

・ 

家
庭
内
の
人
間
関
係
と
結
婚
、離
婚
、内
縁
等
の
問
題
の
手
続

き
・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

・ 

高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等（
生
前
贈
与
・
遺
言
・
負
担
付

遺
贈
・
死
因
贈
与
・
信
託
・
財
産
管
理
委
任
契
約
等
の
手
続
き
）

　

そ
の
他
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
51
―
４
０
７
７（
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

土
地
・
建
物
の
登
記
無
料
相
談

★
面
談
方
式
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
26
日
㈪
～
30
日
㈮ 

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
市
内
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

・
土
地
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い

・
宅
地
だ
が
、登
記
の
地
目
は
農
地
と
な
っ
て
い
る

・ 

固
定
資
産
税
は
納
め
て
い
る
が
建
物
の
登
記
が
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
だ

・
増
改
築
し
て
い
る
が
建
物
登
記
を
変
更
し
て
い
な
い
よ
う
だ

・
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
57
―
４
３
６
６（
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

伊藤 善行 氏

木野本 信子 氏

　当市にご寄付をいただきお礼申し上げます。
○物品
 　図書　37冊 
　 　新潟の未来を担う子どもたちの成長を応

援するため
　　　株式会社　新洋舎　様 
　　　株式会社　第四銀行　様
　車いす　１台 
　　待鶴荘の備品として
　　　第７回佐渡チャリティー陶芸展　事務局 
　　　　伊藤　充良　様
　絵画　１枚（桑原義泰氏作） 
　　金井小学校の教育環境整備のため 
　　　市橋　英雄　様（新潟市中央区）
　※市橋増次郎所蔵（故人・元小学校校長 貝塚）

○氏名住所のみ公表 
　　キム　ジョセフ　様（吉岡）

佐渡市消費者協会佐和田地区 
設立40周年記念講演会を開催します
　入場無料です。どなたでも参加いただけます。
日時　11月７日㈯　午後１時30分～３時
会場　アミューズメント佐渡　はまなすホール
特別講演
テーマ「 無縁社会から有縁社会へつながる島

づくり」
講　師　佐渡総合病院 副院長　岡崎 実 氏
お問い合わせ
　佐渡市消費者協会佐和田地区
　　代表　渡辺　典子　　　☎５７－３４６３
　佐渡市立消費生活センター☎５７－８１４３

寄付のお礼
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 8/14～ 9/14届出

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 両津福浦一丁目 岩　原　梅　ノ 92 8.17
　〃 潟端 甲　斐　マツエ 83 8.17
　〃 両津福浦二丁目 猪　羽　喜美子 77 8.18
　〃 鷲崎 山　本　テル子 72 8.25
　〃 赤玉 田　中　チヨ子 87 8.28
　〃 両津夷 中　田　昌　幸 71 8.28
　〃 鷲崎 中　村　庄　一 76 9.  3
　〃 潟端 甲　斐　富　尚 86 9.  5
　〃 加茂歌代 宝　水　マ　ス 91 9.  9
　〃 真更川 山　口　三伊子 79 9.  9
　〃 両津湊 桑　田　スミヱ 87 9.10
　〃 両津湊 北　　　　　子 76 9.12
相　川 稲鯨 岩　﨑　　　作 81 8.13
　〃 橘 井　坂　　　照 89 8.14
　〃 相川一町目浜町 磯　野　サヨ子 88 8.14
　〃 小田　 門　脇　正　信 72 8.20
　〃 小川 小　杉　サ　ダ 82 8.20
　〃 石名 山　本　一　麿 92 8.21
　〃 相川下戸町 絹　澤　宣　義 70 8.26
　〃 稲鯨 大　地　　　明 57 8.27
　〃 相川下戸炭屋浜町 田　畑　キヨミ 75 8.28
　〃 石名 本　間　　　進 64 9.  8
　〃 北片辺 町　内　辰　夫 75 9.  9
　〃 稲鯨 坂　本　長一郎 75 9.12
佐和田 山田 反　保　正　　 84 8.22
　〃 沢根町 野　尻　ハ　ツ 90 8.24
　〃 山田 　　田　　　清 84 8.27
　〃 窪田 本　間　美津春 81 9.  1
　〃 河原田本町 青　木　　　邦 79 9.  4
　〃 河原田本町 吉　田　カ　ク 98 9.  4
　〃 中原 長　嶋　初　男 68 9.  5
　〃 市野沢 近　藤　　　尚 89 9.  8
　〃 沢根五十里 末　武　英　吉 86 9.  9
　〃 八幡 髙　橋　春　三 89 9.10
　〃 八幡 石　井　イ　ツ 87 9.12
金　井 千種 橘　　　豊　吉 83 8.17
　〃 千種 浅　川　忠　二 83 8.24

金　井 中興 藤　橋　　　久 90 8.25
　〃 金井新保 　　地　フ　ミ 91 9.  2
新　穂 新穂瓜生屋 信　田　チ　ヱ 94 8.17
　〃 新穂井内 松　田　ハルミ 83 8.18
　〃 新穂井内 後　藤　幸　夫 87 8.27
　〃 上新穂 久　保　タ　ヱ 94 9.  1
　〃 新穂大野 安　田　房　江 86 9.  9
　〃 新穂武井 土　屋　ノ　ブ 91 9.13
畑　野 三宮 池　龜　重　人 102 8.14
　〃 多田 牧　野　フ　ミ 96 8.23
　〃 寺田 相　馬　菊　榮 80 8.31
　〃 栗野江 細　野　正　直 89 9.  3
　〃 三宮 齋　藤　ソ　ヨ 82 9.  5
真　野 四日町 金　子　ナホ子 75 8.22
　〃 西三川 柳　川　延　仁 64 8.24
　〃 名古屋 伊　藤　四　郎 89 9.  3
　〃 吉岡 本　間　俊　夫 96 9.  3
　〃 真野 佐々木　元　二 79 9.  4
　〃 金丸 本　間　晴　子 81 9.  5
小　木 小木町 榎　谷　美　代 96 9.  5
　〃 宿根木 坂　本　　美子 95 9.  7
羽　茂 羽茂本郷 三　科　ハ　ル 89 8.14
　〃 羽茂本郷 禮　助　ツ　ル 94 8.24
　〃 羽茂大石 村　川　忠　良 84 8.25
　〃 羽茂本郷 佐久間　克　治 90 8.28
　〃 羽茂小泊 笠　井　マツヱ 99 8.30
　〃 羽茂大橋 柏　原　英　昭 71 9.  1
　〃 羽茂本郷 寺　尾　はる江 82 9.  1
　〃 羽茂滝平 佐　藤　四　郎 75 9.  2
　〃 羽茂小泊 岡　﨑　元　寛 78 9.  4
　〃 羽茂本郷 庵原　又左衛門 90 9.10
　〃 羽茂小泊 岡　﨑　榮　吉 95 9.13
赤　泊 真浦 石　塚　　　功 57 8.13
　〃 大杉 佐々木　フサノ 83 8.15
　〃 赤泊 海老名　ム　メ 95 8.20
　〃 真浦 中　川　優　藏 72 8.26
　〃 上川茂 佐　藤　ヒサヱ 78 8.27
　〃 莚場 長谷川　サカヱ 89 9.12

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

両　津 上横山 神　蔵　瑛　人 和久 8.10
　〃 両津湊 土　屋　志　歩 和輝 8.27
相　川 橘 岩　﨑　牡　丹 隆徳 8.13
佐和田 河原田諏訪町 柴　田　和　美 剛宜 8.27
　〃 東大通 中　山　倖　志 敦博 8.29
　〃 窪田 後　藤　未　来 勉 8.31
　〃 長木 本　間　結　衣 大輔 9.  3
　〃 河原田本町 本　田　　　雛 一輝 9.  4
金　井 中興 市　橋　愛　彩 知宏 8.21
　〃 水渡田 髙　橋　夏　花 大樹 8.21
　〃 大和 福　嶋　鈴　杷 道利 8.24
　〃 中興 鈴　木　侑　和　 昭教 8.25
　〃 水渡田 安　藤　義　人 孝文 8.28
新　穂 新穂北方 大　屋　　　凜 祐一 8.13
畑　野 畑野 猪　俣　祐　日 大祐 8.10
　〃 畑野 三　國　笑　那 透 8.31

畑　野 小倉 小　俣　歩　和 崚 9.  3
　〃 宮川 羽二生　美　月 大樹 9.  3
真　野 四日町 臼　木　　　海 泰 8.  6
　〃 吉岡 山　田　あおい 浩明 8.19
　〃 吉岡 藤　井　佑　人 秀人 8.20
　〃 西三川 三　島　天　瑠 宏之 8.22
　〃 西三川 髙　野　佳　純 雅司 9.  3
　〃 吉岡 菊　地　理　生 充展 9.  4
　〃 竹田 齋　藤　維　愛 悠輝 9.  5
小　木 小木強清水 矢　渡　千　夏 康司 8.10
　〃 小比叡 阿　部　凌　空 研三 8.15
羽　茂 羽茂滝平 渡　邉　姫　愛 広海 8.31
　〃 羽茂本郷 上　山　彩　世 吉貴 9.  3
　〃 羽茂上山田 金　子　椛　杏 健司 9.  4
赤　泊 三川 渡　邉　　　陸 嵩之 8.21
　〃 大杉 佐々木　柚　月 龍太 8.25

（えいと）

（しほ）

（ぼたん）

（かずみ）

（こうし）

（みく）

（ゆい）

（ひな）

（めい）

（なつな）

（すずは）

（ゆうわ）

（よしと）

（りん）

（ゆうひ）

（えな）

（ふわ）

（みつき）

（うみ）

（あおい）

（ゆうと）

（てる）

（かすみ）

（りお）

（いちか）

（ちなつ）

（りく）

（ひな）

（あやせ）

（かなん）

（りく）

（ゆづき）



将来の体型は幼児期がカギです
　毎年６月に、市内全保育園と幼稚園の３歳児から
５歳児までを対象に体格調査を実施しています。こ
の調査は、新潟県内の保育園で平成10年から継続
して行なっているもので、身長の伸びと体重の増減
の割合から、肥満度＋15％以上を肥満傾向児とし
て判定しています。
　今年と昨年の肥満傾向児の割合を、クラス別と
地区別にして比較しました。昨年の新潟県の平均は
4.2％でした。佐渡市は新潟県の中でも肥満率が高
く、子どもだけでなく、高齢者まで共通しているの
が特徴です。
　４歳児・５歳児に比べると、３歳児の肥満傾向児
の割合は少ないですが、３歳児にその傾向だったお
子さんは、上のクラスに進級しても変わらず肥満気
味のようです。
　給食時の食べ方を見ていると、よくかまず早食い
傾向にあるお子さんがいます。また、帰宅後の間食
についてはどうでしょうか。親が買わないように、食
べさせないようにしている反面、祖父母に預けてい
るといろいろなものを食べているという声もきかれ
ます。お子さんが健やかに育つようにもう一度よく
考えてみませんか。

「離島甲子園」に佐渡市中学校選抜チームが出場しました
　８月24日㈪から27日㈭にかけて、国土交通大臣杯第８
回全国離島交流中学生野球大会（通称：離島甲子園）が、
長崎県五島市で開催され、全国の離島から23チームが参
加しました。佐渡からは、市内の中学校８校から選抜され
た18人の選手による「佐渡市中学校選抜チーム」が出場
しました。
　トーナメント戦のシード２回戦で、沖縄県の「石垣島ぱ
いーぐるズ」チームと対戦しました。グラウンドコンディションが悪いなか、残念ながら０対６で敗退しました。
交流戦では、東京都の「八丈島選抜」チームと対戦し、序盤は両チームとも点が入らないままこう着状態でし
たが、４回裏に一挙４点を取り、４対０で勝利しました。試合終了後は、両チームの健闘を称え、スタンドの観客
から大きな拍手が送られました。
　来年の第９回大会は、島根県の隠岐の島町で開催される予定となっています。

★肥満傾向児（肥満度＋15％以上）の割合（％）
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佐渡を元気に！
食を通じてシリーズ 19

  
材料（幼児用10個分）
　 卵：1個、砂糖20g、 

米粉(ミックス)：90g、 
ベーキングパウダー： 
小さじ1強、黒砂糖： 
50g、水：大さじ2、 
サラダ油：小さじ2、牛乳：60cc
作り方
①  黒糖シロップを作る。鍋に黒砂糖と水を入れて

火にかける。沸騰して黒砂糖が溶けたら火からお
ろし、冷ましておく。

②  ボールに全卵、砂糖を入れて、泡立て器でもった
りするまで泡立てる。

③  一緒にふるっておいた米粉とベーキングパウ
ダーを加える。黒糖シロップ、サラダ油、牛乳の順
で混ぜる。

④  混ざったらアルミカップに流し入れる。蒸気があ
がった蒸し器に入れて、中火で15分位蒸す。

1 個 80kcal

佐渡市統一
メニュー紹介 米粉黒糖蒸しパン
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市の面積　855.34㎢（平成25年10月1日）　市の海岸線280.7km（平成24年3月31日）

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、
観光イベント情報、くらしの情報、島外イベン
ト情報アドレスsado@mpx.wagmap.jpに空
メールを送ると、仮受付メールが返信されま
すので、案内にしたがって本登録してください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず

「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ��市役所地域振興課（情報政策係）��
　☎63─5139

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）
データ放送　チャンネル　■111ch、112ch、113ch
データ内容　■行政、生活、交通、防災、イベント、コミュニティチャンネル
※�自主放送チャンネルを選局してリモコンのｄボタンを押すだけで簡単に佐
渡市内の情報がご覧になれます。
＊＊加入・使用料・番組についてのお問い合わせ＊＊
　　　　　　　　指定管理者�㈱佐渡テレビジョン☎61-1212

　「市報さど」では、市内の小・中学生、高校生が書いた記事（800字程
度）や、市民の皆さまから写真「私の好きな佐渡の場所」を募集していま
す。記事は電子データで作成し、ご連絡先が必要です。詳しくは、市役所
総合政策課広報広聴係（☎63‐3802）へお問い合わせください。

鼓童ワン・アース・ツアー2015 混沌
日時／11月23日(月・祝)　午後２時30分開場、午後３時開演　　会場／アミューズメント佐渡

主催　㈱北前船　　　後援　佐渡市
チケット絶賛販売中！
　ＳＳ席（１階１列～13列） 5,000円
　 Ｓ 席（１階14列～29列） 4,500円
　 Ａ 席（２階全て） 3,000円

学生割引あり（小学生～高校生）
　ＳＳ席、Ｓ席（１階エリア）を対象に、当日会場入口で2,000
円を返金します。中学生以上の方は学生証をご持参ください。
未就学児の入場はできません。託児サービスをご利用ください。

要予約。定員になり次第締め切らせていただきます。
対　象：１歳以上、料金：1,000円
お申し込み：鼓童（☎８６－３６３０）

チケット購入・お問い合わせ
　鼓童チケットサービス　☎８６－２３３０
　（月～金、午前９時30分～午後５時）

佐渡島内プレイガイド
　 アミューズメント佐渡（☎５２－２００１）、蔦谷書店佐渡佐

和田店、佐渡太鼓体験交流館（☎８６－２３２０）

上越妙高駅お出迎えキャラクターの愛称募集
　北陸新幹線「上越妙高駅」の開業にあわせて誕生したお出迎えキャラクターの愛称
を募集します。応募された中から数点を選び人気投票により愛称を決定します。
応募用紙 「 ようこそ。越五の国へ。」ホームページからダウンロード（http://www.

echi5.jp/）または、佐渡市役所本庁・各支所・各行政サービスセンターの
窓口に設置しています。

応募締切　11月30日(月)
お問い合わせ　 新幹線まちづくり推進上越広域連携会議事務局 

（上越市 新幹線・交通政策課内）☎０２５－５２６－５１１１

ボクに名前を付けてね


